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第 2 章では、実時間画像演算機能を有する CCD カメラの設計を行った。撮影期間の異なる二枚の画像を用いた画
像演算処理の特徴について説明し、その処理を実現するこ相蓄積法の原理を説明し、全体設計を行った。


























実時間画像演算機能を有する CCD カメラは、ハイビジョン用フレームインターライン型 CCD 撮像素子における垂















(5) 実時間画像演算機能を有する CCD カメラを能動型画像処理電子顕微鏡の撮像装置として用い、高分解能電子
顕微鏡における球面収差補正位相像再生の実時間化に成功している。




(7) 実時間画像演算機能を有する CCD カメラの高画素数化について 4 インターレース走査による出力方法を提案
している。
(8) 移動物体の輪郭線縞を用いた速度分布検出法を提案し、移動物体を撮影した実験から原理確認を行っている。
(9) 二相蓄積法を拡張した三相蓄積法を提案し、それを電子エネノレギー損失分光eイメージングの高精度バックグラ
ウンド除去法 {3-window 法)に適用できることを示している。
以上のように、本論文は、応用物理学、特に画像演算機能を有する撮像装置の新しい展開に寄与するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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